事　業　実　施　計　画　書
（省エネルギー設備導入事業、自家消費型発電設備導入事業）

１　企業概要
（１）所在地及び名称
所在地
名　称

（２）沿革

（３）業種及び事業内容

（４）従業員数
	雇用区分
	常用雇用者
	非常用雇用者

	
	市内在住者
	市外在住者
	名

	
	名
	名
	

	計
	名
	

	合　計
	名


　　※常用雇用者…期間を定めずに雇用されている人若しくは1カ月を超える期間を定めて雇用されている人。正社員、正職員のほか、嘱託、パートタイマー、アルバイト又はそれに近い名称で呼ばれている人を含む。
※非常用雇用者…常用雇用者以外の雇用者で、１か月以内の期間を定めて雇用されている人又は日々雇用されている人

（５）資本金及び役員構成等
資本金　　　千円
役員構成等

（６）自社の経営状況








２　設備投資計画の内容
（１）目的




（２）具体的な内容及び見込まれる効果







（３）事業概要
	事業実施場所
（事業場等の所在地)
	

	事業場等の所有者
	

	設備等の種類
	

	削減するエネルギー種
	電気・灯油・重油・LPガス・その他（　　　）

	エネルギー消費の削減量
	（kwh・KL・ｍ3／年）

	CO2削減量
	t-CO2／年　

	事業費等
	事業費（円）
	補助金申請額（円）

	
	
	

	工　　　　　　期
	着工予定年月日
	完了予定年月日

	
	年　　月　　日
	年　　月　　日

	施工予定業者
	




３　エネルギー消費の削減量の計算
	既設設備等のエネルギー使用量
（メーカー、型式、能力、設置基数、稼働時間等から算出）
	（メーカー、型式、能力（時間当たりエネルギー使用量など）、設置基数）

（稼働時間）

（エネルギー使用量＝時間当たりエネルギー使用量×稼働時間）

	更新設備等のエネルギー使用量
（メーカー、型式、能力、設置基数、稼働時間等から算出）
	（メーカー、型式、能力（時間当たりエネルギー使用量など）、設置基数）

（稼働時間）

（エネルギー使用量＝時間当たりエネルギー使用量×稼働時間）

	エネルギー消費の削減量
	（既設設備等のエネルギー使用量）-（更新設備等のエネルギー使用量）

	CO2削減量（2018年基準）
	（エネルギー削減量）×（エネルギー種別ごとの排出係数）


※既存設備等、更新設備等の規格及びエネルギー効率が確認できる書類を添付してください。
※エネルギー消費の削減量の計算は別紙にとりまとめの上提出しても結構です。
※CO2削減量の計算における（エネルギー種別ごとの排出係数）は、下記の値としてください。

	エネルギー種別
	排出係数
	備考

	電気
	電力事業者の排出係数
（2018年東北電力の排出係数：0.000528t-CO2/kwh）
	各電気事業者の排出係数は環境省ホームページ「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」から確認できます。

	灯油
	2.49t-CO2/kL
	

	重油（A重油）
	2.71t-CO2/kL
	

	LPガス
	3.00t-CO2/t　(0.00655t-CO2/m3)
	LPG　1t=0.458m3で計算


※これ以外のエネルギー種別ごとの排出係数については、環境省ホームページ「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」から確認して記載してください。

４　損益計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	
	決　算　期

	
	　年　月期
（直　近）
	　年　月期
	　年　月期
	　年　月期
	　年　月期
	　年　月期

	売上高
	
	
	
	
	
	

	売上原価
	
	
	
	
	
	

	売上総利益
	
	
	
	
	
	

	販売費・一般管理費
	
	
	
	
	
	

	[bookmark: _GoBack]営業利益
	
	
	
	
	
	

	営業外利益
	
	
	
	
	
	

	営業外費用
	
	
	
	
	
	

	(うち支払利息・割引料)
	
	
	
	
	
	

	経常利益
	
	
	
	
	
	

	特別損益
	
	
	
	
	
	

	税引前当期純利益
	
	
	
	
	
	

	法人税等
	
	
	
	
	
	

	当期純利益
	
	
	
	
	
	

	減価償却費
	
	
	
	
	
	



５　雇用計画
	決　算　期
	常用雇用者
	非常用雇用者
	計

	　年　月期
（直　近）
	名
	名
	名

	　年　月期
	名
	名
	名

	　年　月期
	名
	名
	名

	　年　月期
	名
	名
	名

	　年　月期
	名
	名
	名

	　年　月期
	名
	名
	名




